記者発表　２００６年１月３０日


国連外交めぐりＮＧＯと外務省が政策対話

２月２日、「国連改革に関するパブリックフォーラム」

　来る２月２日（木）、東京都港区・三田共用会議所にて、ＮＧＯと外務省の共催による「第２回・国連改革に関するパブリックフォーラム」が開かれる。

　これは、平和、開発、人権のＮＧＯと外務省が、日本の国連外交の課題とめざすべき国連改革の方向性について対話するフォーラムの第２回目である。第１回は、国連６０周年記念「世界サミット」（２００５年９月１４－１６日）の直前にあたる昨年８月３０日に開催され、同サミットに臨む日本の姿勢を論議した。サミットは、貧困削減など「ミレニアム開発目標」（ＭＤＧ）を再確認し、平和構築委員会や人権理事会といった国連新組織を生みだした一方、軍縮交渉は停滞した。これらを踏まえ、日本の国連外交は今年何をすべきか。第２回のフォーラムでは、開発、平和構築、軍縮、人権の４分科会に分かれて討議する。

一般市民・メディアの参加は無料だが事前登録が必要。事務局（JVC高橋）まで御連絡下さい。

【詳細・申込方法】
外務省ウェブサイト：　http://www.mofa.go.jp/mofaj/annai/event/kkp_forum02.html
【概要】

1.日時：

２００６年２月２日（木）午前１０時～午後５時

2.会場：

三田共用会議所（港区三田2－1－8） 

3.共催：
　
外務省、

国連改革を考えるＮＧＯ連絡会

（ピースボート、日本国際ボランティアセンター（ＪＶＣ）、市民外交センターで構成）

4.プログラム概要：
 午前１０～１２時　
全体会　開会挨拶：塩崎恭久外務副大臣

　　　



昨年９月の国連サミットの総括・評価（外務省、ＮＧＯ双方から）

午後１～３時　分科会

　　　　


分科会１　開発　国連ミレニアム開発目標（ＭＤＧ）達成のための課題

熊岡路矢（ＪＶＣ）、庄司真理子（敬愛大学）ほか




分科会２　平和構築　国連平和構築委員会における日本の役割





高橋清貴（ＪＶＣ）、伊勢崎賢治（立教大学）ほか




分科会３　軍縮　軍縮・不拡散の停滞を打破するために





川崎哲（ピースボート）、梅林宏道（ピースデポ）ほか




分科会４　人権　国連人権理事会における日本の役割

寺中誠（アムネスティ）、阿部浩己（神奈川大学、交渉中）ほか



午後３時３０分～５時　全体会　大谷美紀子（自由人権協会）ほか

【参考】
昨年の第１回フォーラムの記録：　http://www.mofa.go.jp/mofaj/annai/event/public_g.html
【連絡先】　日本国際ボランティアセンター（JVC）・高橋清貴　Tel 03-3834-2388 kiyo@ngo-jvc.net
